
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３学年 

教科別授業概要（シラバス） 

今年度の授業の計画と内容 
 

令和７年度 

京都市立七条中学校 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第 3 学年 数学の学習 

☆ 学習目標 ～数学の学習で“めざす”こと 

 

☆ 学習を進めるに当たって 

 

 

 

 

 

☆ 学習内容及び評価について 

学習計画 評価に当たって 

月 単元計画 
試 

験 
評価観点 評価場面・方法 

４ 

 

 

５ 

 

６ 

 

７ 

 

 

８ 

 

 

９ 

 

10 

 

11 

 

12 

 

１ 

 

 

２ 

 

３ 

〇式の展開と因数分解 

 

 

〇 平方根 

 

 

 

〇二次方程式 

 

 

〇関数 y=ax² 

 

 

 

 

〇 図形と相似 

 

 

 

〇円の性質 

 

 〇三平方の定理 

 

 

〇 標本調査とデータの活用 

 

 

 

 

第 1 

 

 

 

 

 

第 2 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 3 

 

 

 

 

 

 

 

第 4 

 

 

第 5 

知

識

・

技

能 

○ 数学的な基礎知識の必要性と意味を考

えようとしている。 

○ 事象を数学化したり、数学的に解釈し

たり数学的に表現・処理したりする技

能が身についている。 

●定期テスト 

●小テスト 

●課題 

●授業での観察 

 

思

考

・

判

断

・

表

現 

○ 数学的な思考力・判断力を身につけ、

事象に潜む関係や法則を見出し、数学

的な推論の方法を用いて論理的に考察

する。 

●定期テスト 

●小テスト 

●課題 

●振り返りシート 

●授業での観察 

主

体

的

に

学

習

に

取

り

組

む

態

度 

○ 自らの学習状況を把握し、学習の進め

方について試行錯誤するなど自らの学

習を調整しながら学ぼうとしている。 

○ 数学の良さを実感して粘り強く考え、

数学を生活や学習に生かそうとしてい

る。 

問題解決の過程を振り返って評価・改善し

ようとする態度、多様な考えを認め、より

よく問題解決しようとしている。 

●課題 

●振り返りシート 

●授業での観察 

（1）（知識・技能） 

数量や図形などについての基礎的な概念や原理・法則などを理解すること共に，自称を数学化したり，

数学的に解釈したり，数学的に表現・処理したりする技能を身につけるようにする。 

（2）（思考・判断・表現） 

   数学を活用して事象を論理的に考察する力，数量や図形などの性質を見出し統合的に・発展的に考察す

る力，数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を養う。 

（3）（主体的に学習に取り組む態度） 

   数学的活動の楽しさや数学のよさを実感して粘り強く考え，数学を生活や学習に生かそうとする態度，

問題解決の家庭を振り返って評価・改善しようとする態度を養う。 

教 

材 

教科書  未来へ広がる数学 3 (啓林館) 

副教材 よくわかる数学の学習 3 

持 

物 

・教科書・副教材・ノート 

・数学ファイル・筆記用具 

学 

習 

の 

進 

め 

方 

《確かな学力を身につけよう》 

〇 計算問題を反復練習し、早く正確に解く力をつけよう。 

〇 わからない問題でもあきらめずに取り組もう。 

☆ 途中式をしっかり書くなど、考え方の過程を大切にし、表現する力をつけよう。 

 

《家庭学習》 

〇 よくわかる数学・授業ノート・課題プリントを中心に家庭学習を進めよう。 

〇 授業中に間違えた問題を途中式から考えてみよう。 

〇 不得意な範囲の問題は、教科書の例題からやり直してみよう。 

 

《定期テスト》 

〇 テスト勉強は ① 基本の確かめ   ② 教科書の例題、問、練習問題 

③ よくわかる数学の学習(副読本) ④ 章末問題    の順番で取り組もう。 

 

〇 授業で解いた問題は分かるまで反復練習しよう。 

学 

習 

の 

留 

意 

点 

○ ノートを写すとき、必要に応じて色ペンを使おう。 

○ 先生の話や人の発表などは、メモをとりながら聞こう。 

○ わからない問題は必ずそのままにせず、まずは自分でじっくり考え、それでも分からない場合は、 

先生や友達に聞いて、必ず解決しておこう。 

○ 何度も何度も繰り返し問題を解くことで、習った知識を定着させよう。 

○ 問題を解くときは、途中の考え方も書くようにしよう。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


